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慈眼寺通り商店街の現状と課題
―消費者アンケート調査から―
大久保　幸夫＊
Abstract
“Jigenji-dori Shoutengai” is a shopping area located at Taniyama Kagoshima.  The shopping area 
is categorized as a suburbs type or as a local type. This shopping area, as well as other ones in 
Japan, is in decline. One of the reasons is presence of large stores in suburb. In 2015 a complex 
type commercial facility newly opened in the suburb of Jigenji-dori Shoutengai. There are a de-
partment store and a supermarket at Jigenji-dori Shoutengai. In this paper we show whether the 
commercial facility makes an impact on usage frequency of shops of Jigenji-dori Shoutengai or 
not.
1．はじめに
谷山慈眼寺通り会は，住宅街に位置した「近隣型」と「地域型」双方の特性を併せ持った商店街である。
近隣型商店街とは「最寄品中心の商店街で地元主婦が日用品を徒歩又は自転車等により買い物を行う商店
街」，地域型商店街とは「最寄品及び買回り品が混在する商店街で，近隣型商店街よりもやや広い範囲で
あることから，徒歩，自転車，バス等で来街する商店街」と定義されている1。谷山慈眼寺通り会に所属
する事業所は，平成25年現在55店，全国的には地域型商店街の平均店舗数は59.9店，近隣型商店街は44.6
店であるから2，谷山慈眼寺通り会は平均的な近隣・地域型商店街といえる。本稿では，以後「谷山慈眼
寺通り会」を「慈眼寺通り商店街」と呼ぶことにする。
2015年3月，慈眼寺通り商店街から北に直線距離にして約1km のところに，農産物直売所，鹿児島県産
商品を取りそろえたスーパーマーケット，県内農産物を食材としたレストラン，ドラッグストア，衣料品
チェーン店などを併設した複合型商業施設（本稿では W タウンと呼ぶ）がオープンした。
筆者が，平成27年11月～12月に行った「慈眼寺通り商店街の活性化のための事業者アンケート」（拙稿
［1］参照）によると，売上高が前年比減少したと答えた事業者は28.6％，来客数が前年比減少したと答え
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1  ［2］平成27年度 中小企業庁委託調査事業「商店街実態調査報告書」p.12
2  同上　p.15
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た事業者は26.6％あった。全国的にも，最近3年間の来街者数は，「減った商店街（56.6%）」が「増えた商
店街（11.2%）」を45.4ポイント上回っている3。また，来街者数が減った原因としては，「魅力ある店舗の減
少（59.2%）」，「業種・業態の不足（55.1%）」，「近郊の大型店の進出（46.5%）」，「地域の人口減少（45.7%）」
などが挙げられている4。大規模小売店舗の出店による商店街への来街者数の変化については，1店目では
「減った」が23.3％，「変わらない」が31.6％であったが，2店目・3店目では「減った」がそれぞれ33.0％・
42.7％と増加している5。一方で商店街にあるスーパーなどの大規模小売店舗の集客力は，個人経営の店舗
に比べて極めて大きく，多くの商店街にとってなくてはならない存在でもある。
慈眼寺通り商店街にはデパートのサテライトショップ（以後 Y デパートと呼ぶ）とスーパーマーケッ
ト（以後 T スーパーと呼ぶ）がある。本稿では，近郊にできた複合型商業施設 W タウンが慈眼寺通り商
店街の利用頻度（来街者数）に影響を与えているか消費者アンケートを分析することによって明らかにし
たい。
2．慈眼寺通り商店街に対する消費者の意識（アンケート調査分析）
平成28年11月13日（日曜日），Y デパート，T スーパー，さらに，W タウンの3か所で消費者アンケー
トを実施した。有効回答数は，Yデパートが50通，Tスーパーが45通，Wタウンが19通の計114通であった。
W タウンや Y デパートには車を使い遠くから来店する客も多い。そのため回答者の対象居住地域を次の
ように広めに想定した：谷山中央1～4丁目，谷山中央5～7丁目（Y デパートは5丁目，T スーパーは6丁目
にある），谷山中央8丁目，西谷山1～2丁目（W タウンは西谷山1丁目にある），上福元町，下福元町，慈
眼寺町，和田1～3丁目，和田町，錦江台1～3丁目，坂之上1～8丁目，光山1～2丁目。
（表1）で示されているように，慈眼寺通り商店街周辺は近年人口が増えている地域で（2013年11月11日，
和田町・谷山塩屋町は和田3丁目に，2014年2月17日，上福元町及び下福元町の各一部の区域は「谷山中央
八丁目，西谷山一丁目，西谷山二丁目」と住居表示の変更がなされた），新しい住宅街や駅，高架ができ，
鹿児島市の副都心として発展している。
3  同上　p.38
4  同上　p.41
5  同上　p.44
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【表1】消費者アンケート対象地域の人口の推移
町・丁名 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年
上福元町 12,049 12,210 12,615 13,006 13,266
谷山中央一丁目 2,463 2,441 2,280 2,226 2,011
谷山中央二丁目 4,906 4,888 4,886 4,846 4,858
谷山中央三丁目 1,375 1,354 1,355 1,363 1,332
谷山中央四丁目 1,705 1,730 1,813 1,803 1,787
谷山中央五丁目 1,804 1,795 1,853 1,860 1,852
谷山中央六丁目 2,453 2,411 2,404 2,380 2,388
谷山中央七丁目 2,502 2,514 2,505 2,505 2,545
下福元町 7,423 7,486 7,229 7,287 7,249
慈眼寺町 1,327 1,348 1,397 1,394 1,401
谷山塩屋町 285 293 287 287 279
和田町 2,008 2,065 2,056 2,032 2,054
和田一丁目 2,466 2,485 2,389 2,362 2,433
和田二丁目 2,247 2,299 2,216 2,214 2,230
錦江台一丁目 2,555 2,506 2,471 2,437 2,418
錦江台二丁目 764 773 760 779 767
錦江台三丁目 1,195 1,181 1,186 1,165 1,132
坂之上一丁目 2,578 2,546 2,485 2,512 2,513
坂之上二丁目 1,919 1,880 1,912 1,880 1,893
坂之上三丁目 2,094 2,071 2,018 2,000 2,005
坂之上四丁目 2,142 2,167 2,297 2,345 2,375
坂之上五丁目 1,080 1,100 1,119 1,109 1,129
坂之上六丁目 2,437 2,490 2,620 2,594 2,601
坂之上七丁目 3,708 3,703 3,699 3,720 3,729
坂之上八丁目 1,524 1,591 1,745 1,701 1,727
光山一丁目 1,617 1,665 1,631 1,623 1,640
光山二丁目 1,882 1,897 1,959 1,987 1,967
合計 70,508 70,889 71,187 71,417 71,581
（出所：鹿児島市統計書「町・丁別推計人口」より著者が作成）
2.1　回答者の概要
回答者については，男性が22.1％，女性が77.9％（表2），年齢は，20歳代2.6％，30歳代11.4％，40歳代
26.3％，50歳代24.6％，60歳代19.3％，70歳代以上が13.2％（表3），職業はパート・アルバイト27.4％，会
社員・公務員18.6％，専業主婦18.6％，パート主婦15.0％と，主婦が3分の1を占めている（表4）。
【表2】　回答者の性別
度数 パーセント
男性 25 22.1
女性 88 77.9
合計 113 100.0
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回答者の居住地は，（表5）に示されているように，T スーパーでの回答者は，通り会が位置する谷山中
央5～7丁目に居住している人が最も多く33.3％，谷山中央1～4丁目，和田1～3丁目，錦江台1～3丁目が同
じ8.9％と続く。Y デパートの利用者の居住地は近隣の谷山中央1丁目から7丁目が26％であるのに対し，
「その他（皇徳寺，小松原，紫原，魚見町，東谷山，中山，平川町，星ヶ峯）」が28％を占め，買物客が商
店街から離れた地域からも訪れていることがわかる。一方，W タウンでの回答者の居住地は，施設があ
る西谷山1丁目に隣接する谷山中央8丁目と上福元町が共に15.8％，やや離れた坂之上が同じ15.8％，「その
他（南九州市，中山）」が36.8％を占め，買物客が遠くからも W タウンに来店していることがわかる。
【表5】　回答者の居住地
居住地
調査場所
Y デパート
（n=50）
T スーパー
（n=45）
W タウン
（n=19）
全体
（n=114）
谷山中央1～4丁目 14.0% 8.9% 5.3% 10.5%
谷山中央5～7丁目 12.0% 33.3% 18.4%
谷山中央8丁目 14.0% 4.4% 15.8% 10.5%
西谷山1～2丁目 4.0% 1.8%
上福元町 4.0% 2.2% 15.8% 5.3%
下福元町 8.0% 6.7% 6.1%
慈眼寺町 6.7% 2.6%
和田1～3丁目 4.0% 8.9% 5.3%
和田町 2.0% 0.9%
錦江台1～3丁目 8.9% 10.5% 5.3%
坂之上1～8丁目 10.0% 6.7% 15.8% 9.6%
その他 28.0% 13.3% 36.8% 23.7%
2.2　慈眼寺通り商店街の利用実態
店舗までの交通手段は，（表6）に示されているように，70.2％が自家用車である。自家用車の利用は，
Y デパートが78％，W タウンが73.7％と高いが，近くの T スーパーでも自家用車利用が60％にのぼり，
買物に行く交通手段として車の利用率が高いことがわかる。一方，T スーパーには徒歩（20％）や自転車
（8.9％）で買い物に来る人も多い。
【表3】　回答者の年齢
年齢 度数 パーセント
20歳代 3 2.6
30歳代 13 11.4
40歳代 30 26.3
50歳代 28 24.6
60歳代 22 19.3
70歳代以上 15 13.2
その他 3 2.6
合計 114 100.0
【表4】　回答者の職業
職業 度数 有効％
会社員・公務員 21 18.6
自営業 6 5.3
農林水産業 1 0.9
パート主婦 17 15.0
専業主婦 21 18.6
パート・アルバイト 31 27.4
生徒・学生 3 2.7
無職 7 6.2
その他 6 5.3
合計 113 100.0
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【表6】　日常買物に行くときの主な交通手段（n=114）
交通手段
調査場所
Y デパート T スーパー W タウン 全体
徒歩 8.0% 20.0% 10.5% 13.2%
自家用車 78.0% 60.0% 73.7% 70.2%
自転車 4.0% 8.9% 5.3% 6.1%
バイク 2.0% 2.2% 1.8%
バス 2.0% 2.2% 5.3% 2.6%
タクシー 2.0% 0.9%
JR 2.0% 0.9%
その他 2.0% 6.7% 5.3% 4.4%
合計 100％ 100％ 100％ 100％
【表7】　日常の買い物に要する時間（n=114）
買物時間
合計 度数
30分以内 1時間程度 2時間程度
調査場所
Y デパート 30.0% 58.0% 12.0% 100.0% 50
T スーパー 48.9% 42.2% 8.9% 100.0% 45
W タウン 42.1% 57.9% 100.0% 19
合計 39.5% 51.8% 8.8% 100.0% 114
（表7）に示されているように，調査場所によって買い物時間に違いがある（ただし，統計的に有意な違
いではない）。買い物時間は，Y デパートでの調査では1時間程度（58％）が最も多く，2時間程度も12％
あった。T スーパーでは30分程度が48.9％と最も多く，2時間程度の人も8.9％いた。比較的小さなスーパー
であるため，2時間程度同じ場所で買い物するとは考え難く，T スーパー以外の商店でも買い物をしてい
ると考えられる。一方，W タウンでは1時間程度（57.8％）の買物が最も多く，2時間程度はいなかった。
【表8】　慈眼寺通り商店街の利用頻度
ほぼ毎日
週3～4回
程度
週1～2回
程度
月2～3回
程度
月1回程
度
ほとんど利
用しない
合計 度数
調査
場所
Y デパート 8.5% 12.8% 27.7% 23.4% 6.4% 21.3% 100.0% 47
T スーパー 28.9% 37.8% 24.4% 2.2% 4.4% 2.2% 100.0% 45
W タウン 10.5% 5.3% 10.5% 21.1% 10.5% 42.1% 100.0% 19
合計 17.1% 21.6% 23.4% 14.4% 6.3% 17.1% 100.0% 111
慈眼寺通り商店街の利用頻度を調査場所別に見たのが（表8）である。調査場所によって慈眼寺通り商
店街の利用頻度に違いがある。言い換えると，「調査場所」と「慈眼寺通り商店街の利用頻度」の間に有
意な関連がみられる（χ2（10）=39.257, p=0.000<0.01）。T スーパーでの調査では，91.1％が週1回以上慈
眼寺通りを利用している。Y デパートでの調査では，49％が週1回以上慈眼寺通り商店街を利用している
が，ほとんど利用しないとの回答も21.3％あり，Y デパートに買物に来るだけで商店街には立ち寄らない
で帰る人たちであろう。一方，W タウンでの調査では，26.3％しか週1回以上慈眼寺通りを利用しておら
ず，42.1％が「ほとんど利用しない」と答えている。すなわち，W タウンの利用者のうち半数は慈眼寺通
り商店街には関心がないと思われる。
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【図1】慈眼寺通り商店街利用頻度
【表9】　居住地と慈眼寺通り商店街利用頻度 のクロス表
ほぼ毎日
週3～4
回程度
週1～2
回程度
月2～3
回程度
月1回
程度
ほとんど利
用しない
合計
谷山中央1～4丁目 2 1 4 1 2 2 12
谷山中央5～7丁目 9 8 4 0 0 0 21
谷山中央8丁目 1 3 2 3 1 2 12
西谷山1～2丁目 1 1 0 0 0 0 2
上福元町 0 2 0 0 0 3 5
下福元町 0 3 1 2 0 0 6
慈眼寺町 1 1 1 0 0 0 3
和田1～3丁目 0 1 3 1 0 1 6
和田町 1 0 0 0 0 0 1
錦江台1～3丁目 1 1 2 1 0 1 6
坂之上1～8丁目 0 2 4 2 2 1 11
その他 3 1 5 6 2 9 26
合計 19 24 26 16 7 19 111
（表9）によって，慈眼寺通り商店街が位置する地域「谷山中央5～7丁目」の利用頻度が高いことがわか
る。一方，谷山中央8丁目になると，利用頻度にばらつきが見られるようになる。
― 7 ―
慈眼寺通り商店街の現状と課題
【表10】　W タウンの利用頻度
ほぼ毎日
週3～4回
程度
週1～2回
程度
月2～3回
程度
月1回程
度
ほとんど利
用しない
その他 合計 度数
調査
場所
Y デパート 4.0% 12.0% 24.0% 20.0% 12.0% 28.0% 100.0% 50
T スーパー 6.7% 13.3% 15.6% 24.4% 35.6% 4.4% 100.0% 45
W タウン 15.8% 21.1% 21.1% 26.3% 5.3% 10.5% 100.0% 19
合計 4.4% 11.4% 19.3% 19.3% 15.8% 28.1% 1.8% 100.0% 114
（表10）によると，Y デパートでの調査では，W タウンの利用頻度は40％が週1回以上であるのに対し，
28％は「ほとんど利用していない」と答えている。T スーパーでの調査では，週1回以上の利用が20％，
それに対し35.6％はほとんど利用していない。一方，W タウンでの調査では，週1回以上の利用が58％，
ほとんど利用しないが10.5％であった。
【図2】W タウン利用頻度
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【表11】　居住地と W タウン利用頻度のクロス表
ほぼ毎日
週3～4回
程度
週1～2回
程度
月2～3回
程度
月1回程
度
ほとんど利
用しない
その他 合計
谷山中央1～4丁目 0 0 0 4 4 4 0 12
谷山中央5～7丁目 1 2 4 4 2 7 1 21
谷山中央8丁目 2 5 2 2 0 1 0 12
西谷山1～2丁目 0 2 0 0 0 0 0 2
上福元町 2 2 1 0 0 1 0 6
下福元町 0 0 3 1 2 1 0 7
慈眼寺町 0 0 1 0 1 0 1 3
和田1～3丁目 0 0 1 1 2 2 0 6
和田町 0 0 0 0 0 1 0 1
錦江台1～3丁目 0 0 1 1 1 3 0 6
坂之上1～8丁目 0 2 2 4 2 1 0 11
その他 0 0 7 5 4 11 0 27
合計 5 13 22 22 18 32 2 114
（表11）によると，W タウンが位置する西谷山1～2丁目に居住している2名の W タウンの利用頻度は「週
3～4回程度」と高かった。また，隣接地の谷山中央8丁目の回答者12名の内7名（75％）が週1回以上 W タ
ウンを利用していることがわかる。一方，慈眼寺通り商店街が位置する谷山中央5～7丁目の回答者21名の
内7名（33％）は W タウンを「ほとんど利用しない」と答えている。
【表12】　慈眼寺通り商店街の利用頻度（階級値：1．ほぼ毎日，2．週3～4回，3．週1～2回，4．月2～
3回，5．月1回，6．ほとんど利用しない）
調査場所 度数
階級値の
平均値
標準偏差 標準誤差
平均値の95% 信頼区間
最小値 最大値
下限 上限
Y デパート 47 3.70 1.559 .227 3.24 4.16 1 6
T スーパー 45 2.22 1.166 .174 1.87 2.57 1 6
W タウン 19 4.42 1.742 .400 3.58 5.26 1 6
合計 111 3.23 1.677 .159 2.91 3.54 1 6
（表12）から読み取れることは，慈眼寺通り商店街の利用頻度について，Y デパートの利用者は週1回程
度，T スーパーの利用者は週3～4回程度，W タウンの利用者は月1回程度であろうということである。次
に，調査場所の違いによって慈眼寺通り商店街の利用頻度に差があるかどうかを調べるため一元配置分散
分析を行った。その結果，調査場所での差は有意であった（自由度（2，108）のＦ値は19.842，
p=.000<.001）。Tukey を用いた多重比較によれば，「Y デパート」と「T スーパー」の間に有意差があり，
Yデパートの回答者がTスーパーの回答者より慈眼寺通り商店街を利用しないことがわかった。また，「W
タウン」と「T スーパー」の間に有意差があり，W タウンの回答者が T スーパーの回答者より慈眼寺通
り商店街を利用しないことがわかった。
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【表13】　W タウンの利用頻度（階級値：1．ほぼ毎日，2．週3～4回，3．週1～2回，4．月2～3回，5．
月1回，6．ほとんど利用しない）
度数
階級値の
平均値
標準偏差 標準誤差
平均値の95% 信頼区間
最小値 最大値
下限 上限
Y デパート 50 4.08 1.536 .217 3.64 4.52 1 6
T スーパー 45 4.82 1.353 .202 4.42 5.23 2 7
W タウン 19 3.16 1.537 .353 2.42 3.90 1 6
合計 114 4.22 1.567 .147 3.93 4.51 1 7
（表13）から読み取れることは，W タウンの利用頻度について，Y デパートの利用者は月に2～3回程度，
T スーパーの利用者は月に1回程度，W タウンの利用者は週に1～2回程度であろうということである。次
に，調査場所の違いによって W タウンの利用頻度に差があるかどうかを調べるため一元配置分散分析を
行った。その結果，調査場所での差は有意であった（自由度（2，111）のＦ値は9.003，p=.000<.001）。
Tukey を用いた多重比較によれば，「Y デパート」と「T スーパー」の間に有意差があり，Y デパートの
回答者が T スーパーの回答者より W タウンを利用することがわかった。また，「W タウン」と「T スー
パー」の間に有意差があり，W タウンの回答者が T スーパーの回答者より W タウンを利用することがわ
かる。
【表14】　慈眼寺通り商店街でよく利用する店 <MA>
よく利用する店 度数 ％
スーパー 80 71.4%
コンビニ 37 33.0%
デパート 32 28.6%
パン屋 27 24.1%
病院・医院 21 18.8%
お菓子屋（ケーキ屋） 13 11.6%
ガソリンスタンド 8 7.1%
クリーニング店 7 6.3%
その他 6 5.4%
薬屋 5 4.5%
酒屋 4 3.6%
飲食店 4 3.6%
理美容室 4 3.6%
弁当屋 3 2.7%
学習塾 2 1.8%
魚屋 1 0.9%
254 226.8%
（表14）に示したように，慈眼寺通り商店街でよく利用する店としてはスーパーが圧倒的に多く71.4％，
次にコンビニの33％，デパートが28.6％と続く。このことからも商店街におけるスーパーの存在が大きい
ことがわかる。上位3つの業態は県内または全国で展開するチェーン店である。パン屋・お菓子屋以外の
個人商店は利用が10％に満たず，いずれも厳しい状況にある。「その他」としては，喫茶店，自動車販売店，
郵便局，温泉があがっている。
（表15）に示されたように，買物の内容としては，一番多いのが一般食品（84.1％），次に生鮮食品
（66.4％），日用雑貨（51.3％）と続く。衣料品は少ない。贈答品の割合が比較的高いのはデパートで購入
する人が多いためである。
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【表15】　買物の内容 <MA>
度数 全回答者に対する割合
買物の
内容
生鮮食品 75 66.4%
一般食品 95 84.1%
日用雑貨 58 51.3%
実用衣料品 15 13.3%
高級衣料品 1 0.9%
贈答品 11 9.7%
その他 4 3.5%
合計 259 229.2%
【表16】　慈眼寺通り商店街を利用する理由 <MA>
商店街を利用する理由 度数
全回答者に
対する割合
スーパーがある 56 50.9%
自宅から近い 52 47.3%
デパートがある 22 20.0%
駐車場がある 21 19.1%
職場・学校から近い 20 18.2%
一か所で買い物が済む 16 14.5%
価格が安い 12 10.9%
入りやすい雰囲気がある 11 10.0%
専門店がある 10 9.1%
品揃えが豊富 10 9.1%
品質・鮮度が良い 9 8.2%
接客が良い 9 8.2%
閉店時間が遅い 9 8.2%
温泉がある 8 7.3%
病院のついでに寄れる 7 6.4%
その他 7 6.4%
明るい雰囲気がある 4 3.6%
合計 283 257.3%
慈眼寺通り商店街を利用する理由としては，スーパーがあるから（50.9％）と自宅から近い（47.3％）
をそれぞれ回答者の半数が挙げている。よく利用する店（表14）としてスーパーが圧倒的に多かったが，
ここでも商店街の中でスーパーの果たす役割が非常に大きいことがわかる。
2.3　商店街のイメージ
（図3），（表17）で示されているように，慈眼寺通り商店街に対するイメージは，一般的に「安心・安全
で，親しみやすく，便利，清潔感がある」という言葉で表現でき，好印象を持たれていることがわかる。
しかし，「価格」と「活気」については，平均点がやや低く，ばらつきも大きい。特に利用頻度が低いグルー
プでは価格評価の平均点が3.08，標準偏差0.417，活気については平均点3.07，標準偏差0.877でばらついて
いる。商品価格についての不満と活気がないことが慈眼寺通り商店街の魅力を損ね，買い物客が遠ざかる
原因の一つになっていると言えよう。
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【図3】　慈眼寺通り商店街のイメージ
【表17】慈眼寺通り商店街のイメージ（全体）
記述統計量 度数 平均値 標準偏差
清潔感（明るさ）があると思うか 112 3.64 .746
親しみやすさがあると思うか 112 3.76 .674
活気があると思うか 110 3.21 .755
安心・安全な街だと思うか 111 3.77 .660
価格は安いと思うか 111 3.30 .597
便利だと思うか 110 3.67 .743
2.4　慈眼寺通り商店街への思い
消費者が慈眼寺通り商店街にあって欲しいと思う店を聴いたところ，ファミリーレストランが35.4％，
ファーストフード店が33.3％，書籍・文具店が次に多く25.3％であった（表18）。女性の1～3位は全体と同
じであるが，男性においては，一位が同じファミリーレストラン（30.0％）で，レンタルビデオと娯楽施
設が共に25％で2位に入っている。消費者，特に女性は，慈眼寺通り商店街に家族や友達と気軽に食事や
会話を楽しめる場所があればよいと思っている（表20）。男性はさらに娯楽を提供する場所を望んでいる
と言えよう（表19）。また，（表21）によると，ファーストフードを望む声は比較的若い世代に多く，ファ
ミリーレストランは60歳以上の高齢者から要望が多いことがわかる。
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【表18】　慈眼寺通り商店街に欲しいと思う店（n=99）<MA>
ファミリーレストラン 35.4%
ファーストフード店 33.3%
書籍・文房具店 25.3%
衣料品 18.2%
コンビニエンスストア 18.2%
その他飲食店 13.1%
惣菜店 13.1%
レンタルビデオ（DVD） 9.1%
その他 8.1%
娯楽施設 7.1%
精肉店 6.1%
鮮魚店 6.1%
家電小売店 5.1%
青果店 4.0%
アクセサリー・雑貨店 4.0%
履物店 2.0%
玩具店 2.0%
化粧品店 2.0%
米・酒販店 1.0%
エステ・ネイルサロン 1.0%
【表19】　男性が慈眼寺通り商店街に欲しいと思う店（n=20）<MA>
ファミリーレストラン 30.0%
レンタルビデオ（DVD） 25.0%
娯楽施設 25.0%
ファーストフード店 20.0%
その他 20.0%
書籍・文房具店 15.0%
コンビニエンスストア 15.0%
その他飲食店 15.0%
惣菜店 15.0%
衣料品 10.0%
青果店 10.0%
精肉店 5.0%
鮮魚店 5.0%
玩具店 5.0%
米・酒販店 5.0%
家電小売店 5.0%
アクセサリー・雑貨店 5.0%
履物店 0.0%
化粧品店 0.0%
エステ・ネイルサロン 0.0%
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【表20】　女性が慈眼寺通り商店街に欲しいと思う店（n=78）<MA>
ファーストフード店 37.2%
ファミリーレストラン 35.9%
書籍・文房具店 26.9%
衣料品 20.5%
コンビニエンスストア 19.2%
その他飲食店 12.8%
惣菜店 12.8%
精肉店 6.4%
鮮魚店 6.4%
レンタルビデオ（DVD） 5.1%
その他 5.1%
家電小売店 3.8%
アクセサリー・雑貨店 3.8%
青果店 2.6%
履物店 2.6%
化粧品店 2.6%
娯楽施設 2.6%
玩具店 1.3%
エステ・ネイルサロン 1.3%
米・酒販店 0.0%
【表21】年齢別慈眼寺通り商店街に欲しいと思う店（n=99）
パーセント衣料品書籍・文房具店ファミレスコンビニファーストフードその他飲食店精肉店鮮魚店惣菜店青果店履物店玩具店化粧品店米・酒販店家電小売店アクセサリ・雑貨レンタルビデオ娯楽施設エステ・ネイルその他
20歳代 0 0 0 50 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 
30歳代 38 23 23 0 23 31 0 0 8 0 0 8 0 0 0 8 8 15 0 0 
40歳代 4 33 41 19 41 7 7 7 22 7 4 0 0 4 0 4 22 4 0 4 
50歳代 15 26 41 33 52 11 4 4 15 4 0 4 4 0 7 7 7 11 4 4 
60歳代 31 25 31 13 13 19 13 19 6 6 0 0 0 0 6 0 0 0 0 13 
70歳代
以上
27 18 36 9 18 9 9 0 9 0 9 0 9 0 18 0 0 0 0 18 
その他 0 0 33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 0 33 
（表22）にあるように，慈眼寺通り商店街として取り組んで欲しい販売促進活動としては，共通ポイン
トカードの発行が34.3％，朝市など毎週または毎月の共同セール24.8％，イベント・催事の開催22.9％，共
通商品券の発行18.1％と続く。
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【表22】　慈眼寺通り商店街として取り組んで欲しい販売促進活動 <MA：3つまで >（n=104）
共通ポイントカードの発行 34.3%
朝市など毎週または毎月の共同セール 24.8%
イベント・催事の開催 22.9%
共通商品券の発行 18.1%
次回から利用できる割引券 17.1%
特にない 15.2%
雑誌・フリーペーパーへの広告掲載 14.3%
共通クーポン券の発行 14.3%
共同チラシ・ポスターの作成 13.3%
年金割引セール 7.6%
中元・歳暮など季節毎のセール 6.7%
宅配サービス 6.7%
祭りの開催 6.7%
買物バスツアー 3.8%
マスコミへの広報活動 2.9%
ホームページ等 IT 活用 2.9%
月末の交通費割引 1.9%
一店逸品活動 1.0%
町内会（地域）との交流 1.0%
その他 1.0%
合計 216.2%
3．おわりに
本稿では，慈眼寺通り商店街と W タウンの利用状況について，アンケートを取った場所によって違い
があるかどうかアンケート結果をもとに分析した。その結果，調査場所によって慈眼寺通り商店街の平均
利用頻度に有意な差があることがわかった。すなわち，T スーパーの利用者（回答者）が Y デパートの
利用者に比べて慈眼寺通り商店街をよく利用していること，W タウンの利用者は T スーパーの利用者に
くらべ慈眼寺通り商店街を利用していないことも明らかになった。一方，W タウンの利用についても，
W タウンの利用は T スーパーの利用者よりも W タウンを利用していることがわかった。また，慈眼寺通
り商店街は平均して週に1～2回，W タウンは平均して月に2～3回程度利用されており，慈眼寺通り商店
街が日常的に利用する人が多く，W タウンは近くに住んでいる人を除くと月に数回買い物に訪れる人が
多いと言える。以上より，W タウンが慈眼寺通り商店街の利用者数に影響を与えているとは言えない。
消費者は両者の良いところを自らのニーズに合わせてうまく利用していると考えられる。
次に，慈眼寺通り商店街についてのイメージ分析から，消費者が持っている印象は悪くなく，特に「安
心・安全」，「親しみやすさ」，「便利さ」，「清潔感」に対して良いイメージを抱いていることが明らかになっ
た。しかし，消費者には，「価格」面では十分評価されているとは言えず，また，商店街は活気に欠ける
と思われている。これらの課題を解決することを考えなければならない。
そこで，商店街に活気を呼び戻す方策として新しい店の開店が望まれるところであるが，消費者の声は
「ファミリーレストラン」や「ファーストフード店」が欲しいというものであった。家族や友達と行って
楽しいところという意味で，明るくて入りやすい飲食店は必要であろうと思われる。
最後に慈眼寺通り商店街として取組んで欲しい販売促進活動としては，共通ポイントカードの発行，共
同セール，イベントなどの開催が上位に挙がった。一方，祭りの開催，地域との交流など「まちづくり」
的な取り組みを望む声は少数であった。このことから，価格やサービスの面で努力することが消費者の欲
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求を満たし，販売促進につながり，来店客を増やし，結果として商店街の活性化につながるのではないか
と考える。その際，商店街のスーパーやデパートが中心となって取り組むことが効果的であると思われる。
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